
 
 

 

一
人
一
人
が
幸
せ
と
未
来
へ
の
希
望
を
持
て
る
社
会
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み
や
せ 

英
治 

世
界
の
人
口
は
七
〇
億
人
を
超
え
ま
し
た
。
二
〇
八
三
年
、
世
界
の
人
口
は
一
〇
〇
億
人
を
超
え
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
一
ド
ル
以
下
で
暮
ら
す
絶
対
的
貧
困
層
は
十
二
億
人
。
一
日
二
ド
ル
以

下
で
暮
ら
す
人
、
三
十
億
人
。
世
界
の
死
亡
原
因
の
第
一
位
は
飢
餓
。
政
治
の
目
的
は
、
地
球
と
人
類

を
未
来
永
劫
に
存
続
さ
せ
る
こ
と
。
私
・
み
や
せ
英
治
は
、
学
生
時
代
か
ら
貧
困
に
悩
む
ア
ジ
ア
日
本

国
内
の
苦
し
む
人
の
た
め
に
長
年
に
渡
り
奔
走
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
国
政
の
場
で
自
分
の
命

を
賭
す
覚
悟
を
致
し
ま
し
た
。 

 

一
千
兆
円
を
超
え
る
日
本
の
借
金
。
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
が
出
来
な
い
日
本
経
済
、
国
際
競
争
力
は
、

二
十
七
位
に
転
落
。
自
殺
者
は
十
四
年
連
続
で
三
万
人
超
え
、
行
方
不
明
者
は
統
計
が
残
っ
て
い
る
昭

和
三
十
一
年
か
ら
連
続
で
八
万
人
を
超
え
て
い
る
。
待
機
児
童
は
、
八
五
万
人
、
小
・
中
学
校
の
不
登

校
は
十
二
万
人
に
近
く
、
完
全
失
業
者
数
は
二
百
七
十
五
万
人
、
非
正
規
雇
用
は
、
一
、
七
七
五
万
人
。

生
活
保
護
受
給
者
二
一
二
万
人
。 

悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。
理
念
な
き
政
治
を
続
け
、
政
局
に
明
け
暮
れ
政
策
を
議
論
し
な
い
国
会
、
被
災

地
の
復
興
予
算
ま
で
も
悪
用
す
る
今
の
日
本
の
政
治
。
目
指
す
べ
き
国
家
像
を
描
か
ず
、
口
先
だ
け
の

迎
合
政
治
、
結
果
責
任
を
取
ら
な
い
無
責
任
政
治
、
二
千
五
十
年
に
は
人
類
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
超
少
子
高
齢
化
会
社
会
へ
と
日
本
は
崩
壊
の
道
を
進
ん
で
い
ま
す
。 

政
治
は
、
信
頼
と
責
任
の
上
に
の
み
成
り
立
ち
ま
す
。
日
本
は
、
国
民
の
信
頼
を
取
り
戻
す
政
治
を

実
現
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

小
さ
な
国
家
で
少
な
い
負
担
。 

大
き
な
国
家
で
少
な
い
負
担
。
借
金
は
次
世
代
に
払
わ
せ
る
。 

貴
方
は
今
、
ど
れ
を
選
択
さ
れ
ま
す
か
？
こ
の
ま
ま
で
未
来
に
希
望
が
持
て
ま
す
か
？ 

 

私
は
、
一
人
ひ
と
り
が
幸
福
を
実
感
で
き
る
社
会
の
創
造
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
、
国
家
の
先
頭
に

立
ち
、大
き
な
転
換
期
に
あ
る
政
治
を
変
え
る
決
意
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
は
国
の
宝
。そ
の
た
め
に
、

子
育
て
や
女
性
の
働
く
環
境
の
向
上
、
礼
節
・
思
い
や
り
を
根
底
に
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
原
発
に

頼
ら
な
い
な
ど
子
や
孫
の
世
代
を
取
り
巻
く
環
境
を
最
優
先
し
、
少
子
高
齢
化
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 
 

次
に
デ
フ
レ
を
脱
却
さ
せ
、
新
し
い
産
業
を
興
し
、
民
の
力
で
ア
ジ
ア
と
も
経
済
を
成
長
、
雇
用
の

確
保
と
世
界
に
貢
献
す
る
国
家
を
創
造
し
ま
す
。
そ
し
て
、
米
国
と
の
強
い
協
調
関
係
は
も
と
よ
り
、

こ
れ
か
ら
伸
び
る
ア
ジ
ア
と
の
強
い
連
携
を
構
築
し
て
「
対
話
と
協
調
」
の
外
交
に
よ
り
、
相
互
発
展
・

安
全
・
安
心
を
確
保
し
ま
す
。 

 

変
革
の
時
代
。
政
治
も
行
政
も
国
民
も
変
わ
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

今
は
、
過
去
が
原
因
。
今
は
、
未
来
の
原
因
。
原
因
は
我
が
身
に
あ
り
。
今
を
変
え
る
に
は
リ
ス
ク

が
伴
う
。
変
え
な
け
れ
ば
、
未
来
に
よ
り
大
き
な
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。 

み
や
せ
英
治
・
三
十
五
歳
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
た
め
政
治
で
責
任
を
果
た
し
ま
す
。 


